


まえがき

農林水産奨励会は、 大日本農会、 大日本山林会およ

び大日本水産会の三会で組織されている公益法人です。
農林水産業の発展のため、 種々の公益事業を行って

いますが、 その 一 環として昨年度に引き続き、 おさか

な普及学術諮問会議の開催に協力致しました。
ご周知の通り、 昨年から今年にかけて、 お魚天国の

歌などがヒ ットすると共に、 何かとおさかなに関する

話題が増えてきたようにも感じておりますが、 実際の

水産物の売れ行きについては、 経済情勢の現状から

中々厳しいものがあります。 最近の総務省の家計調査

でも、 魚介類消費の伸び悩みが指摘されています。
一 方、 食品に関する安全意識、 健康指向の高まりか

ら、 安全面だけではなく、 栄養面での水産物の有用性

についての情報は種々の形で、 マスコミの話題にも頻

繁に取り上げられるようになってきており、 人々の食

生活に、 おさかなの果たす役割の重要性は、 益々重要

になっております。

会議の内容を取りまとめたこの小冊子が、 皆様のご

参考になれば、 幸甚です。

平成1 5年3月5日

財団法人 農林水産奨励会会長 山極 栄司
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おさかな普及学術諮問会議主催者挨拶

社団法人 大日本水産会

会 長 佐野 宏哉

おさかな普及学術諮問会議を開催するに当たり、 一

言ご挨拶申し上げます。今年で3年目の当諮間会議も、

通算10回目を数える事になり、 本会議の情報発信、 交

換の役割はすっかり定着するまでに至りました。 この
間の皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。

さて、 昨年から今年にかけて、 お魚天国の歌などが

ヒ ットすると共に、 何かとおさかなに関する話題が増

えてきたようにも感じておりますが、 実際の水産物の

売れ行きについては、 経済情勢の現状から中々厳しい

ものがあります。 最近の総務省の家計調査でも、 魚介

類消費の伸び悩みが指摘されています。
一 方、 食品に関する安全意識の高揚から、 安全面だ

けではなく、 栄養面での水産物の有用性についての情

報は種々の形で、 マ スコミの話題にも頻繁に取り上げ

られるようになってきており、 今後は人々の購買行動

に少しでも反映されるように願っている次第です。

10回目を迎えた事を 一 区切りにして、 来年度より、

会議の名称、 内容などを 一 新した形で、 引き続き先生

方のご研究と生活者の消費の現場をより強く結びつけ

る役割を果たしてまいりたいと念願しております。

以 J::.
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DHAと情動行動について

富山医科薬科大学

教授 浜崎智仁

今日はスライドを見ながら三つのことについて話をしてみたい

と思います。 一つは魚の油の話、 特に心臓関係との話です。 二つ

目は、 私が今まで研究してきたことについて、 最後は魚と精神疾

患に関することについてです。

魚の油に関する研究の最初の出発点は、 グリ ーンランドのウペ

ルナヴィックでの調査の結果からです。 ここは昔から栄え捕鯨を

中心に生活をたてていた地区で、 今ではあまり捕鯨はしていませ

んが昔ながらの生活をしている人はたくさんいます。 このウペル

ナヴィックでは1,800人いて、 25年間で心筋梗塞で死亡したのが

3人で、 もともと心筋梗塞で死亡することは少ないとは知られて

いましたが、 20数年前にはっきりとしたデー タが出てき、 デンマ
ーク人と比べると1/10以下ということになり、心筋梗塞の死亡率

が非常に低いのです。 最初はあまりにも大きな差なので、 こんな

差があってよいものかという考えがありました。 私自身もこの差

はたまたま出た数値だと思っていましたが、 最近ではこれはひょ

っとすると本物だったのではないかという気がしています。 別に

疑っているわけではありませんが、 あまりにも本当に差が大きか

ったのです。 10倍ぐらいの差は本当に起こった可能性はあるよう

で、 後での疫学調査でわかってくることです。 とにかくグリ ーン

ランドで心筋梗塞の死亡率が非常に少ない、 動脈硬化が少ない。

これは解剖してみてもわかりますが、 年をとっても血管がきれい

だったのです。 これが魚の油を研究するという出発点です。

バンとダイエルベルグの二人がこんなに差があるのなら、 研究
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に値するということで、 先ほどの疫学調査が出る前から研究して

いましたが、グリ ーンランドヘ7~8回行きいろいろと調べました。

彼らが調べたのは主に食事です。 どのような食事調査をしたかと

いうと、 我々の場合では普通はアンケ ートですが、 彼らのは徹底

していて、例えば6人家族だったら7人分の食事を作ってもらい、

1人分はもらい、 1週間以上どんどんと集めデンマ ークに送りま

す。 そしてその食事を完全に分析します。 粉々にして抽出し、 油

の量などを調べます。 ある意味では正確ですが、 これにも欠点が

あり、 全部食べたのか、 人によっても違うのではといろいろあり

ますが、 ともかく少なくてもこの食品にこれだけ油が入っている

はずだという計算はしなくてもすみます。

もともとウペルナヴィックの人たちの主食はアザラシです。 肝

臓などは生で食べ、 エスキモ ーという言葉は生で食べるという意

味です。 魚の油、 アザラシもそうですがEPA、 DHAがあり、

これがどうできるのか簡単に説明すると、 寒い地方のプランクト

ンはリノール酸という油を作り、 これがプランクトンの中でa­

リノレン酸に変わり、 これがEPA、 DHAの基の油で、 これが

動物性プランクトン、 小魚に食べられ肝臓でEPA、 DHAにな

ります。 その魚をアザラシや大きな魚が食べるので、 海の動物に

は多くあります。 一方リノール酸はご存じのように植物油にた＜

さん入っていて、 昔はいい油だとされていましたが、 今はいい油

だとされていません。 量が多ずぎるからなのです。 実際9月に函

館で開かれる日本油質栄養学会でこのリノール酸の摂取量を減ら

そうという学会ガイドラインを出す予定です。 これは理事の 3/4

の賛成が必要なのですが、 おそらく3/4集まるので学会のガイド

ラインとしてリノール酸を減らそうということになると思います。

なぜ、リノール酸を減らさなくてはいけないかというと、EPA、

DHAは心臓に関して非常にいいのですが、 まさにこれと拮抗す

る油なのです。 リノール酸は肝臓でアラキドン酸に変わり、 この

アラキドン酸がプロスタグランディン、 ロイコトリ エン、 トロン
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ボキサンという局所ホルモンに変わります。 これがたくさんでき

るといわゆる現代病になるわけです。 動脈硬化、 心筋梗塞、 アレ

ルギー、 ガンなどがあります。 これらの元凶なのでない方がいい

のです。 EPA、 DHAはアラキドン酸が悪さをするブレーキ役

として働きます。

DHAは頭の中の神経細胞にたくさんあり、 その神経細胞が成

熟した細胞になるときに コーンというものがあります。 コーンと

は神経細胞は手を出したり足を出したりしますが、 その基の部署

に錐体（ コーン）といわれる部分があり、 そこにDHAがたくさ

ん集まり、 そして十分に集まれば神経細胞が発達するときに長い

手や足を出して情報を次の細胞に与えることができます。 ですか

らこのときにDHAが必要になるのです。 DHAは脳、 神経、 心

臓、 特に網膜にたくさんあります。 アザラシを食べることがいい

ことかというと、 の3、 n-3 の系統の油が多く、 重要な時に必要な

働きをし、 しかもアラキドン酸の代謝をある程度止めることがで

きるからです。

今まではグリ ーンランドの疫学調査でしたが、 日本でも魚を食

魚を食ぺる回数と死亡率比較

魚介類摂取頻度

死因 毎日 時々 稀 食ぺぬ

総死亡 1.oo 1.07 1.12 1.32 

胃ガン 1.00 1.04 1.04 1.44 

肝醐ガン 1.oo 1.03 1.1 6 2.62 

子宮頚ガン 1.00 1.28 1. 71 2.3ア

心臓病 1.00 1.09 1.13 1.24 

脳血管疾患 1.oo 1.08 1.10 1.10 

高血圧症 1.oo 1-55 1.89 1.79 

肝硬変 1.oo 1.21 1.30 1.74 

17年間に死亡した人約55,000人につき．魚介類を舞日摂取する人たちの死亡率を
1.00として直日食べない人たちの死亡亭を年齢と性別で繹準化して算定。 中外医睾
3: 157 (1992)より改変．
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